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本資料はあくまで参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信をご参照ください。
また、本資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないものは将来の業績に関する見通し及び目標値であり、これらは現時点で入手
できる情報から得られた判断及び前提に基づいており、これらには様々なリスク及び不確実性が内在しております。実際の業績はかかるリスク及び不確実性
により、これらの見通しとは異なる結果となりうることをご承知おきください。かかるリスク及び不確実性には、不動産市況、金融環境、経済動向、住宅事情、ラ
イフスタイルの推移等、不動産運用にかかる投資事業を取巻く様々なリスクが含まれますが、これに限定されるものではありません。なお、本資料に記載され
ておりますいかなる将来の見通しに関する部分についても、それを更新する義務はありませんし、更新する予定もございません。
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１ 決算ハイライト決算ハイライト
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あおぞら銀行をアレンジャーとする既存借入金２００億円の借り換え
今後の物件取得の機動性を確保するため、コミットメントライン７０億円を設定

リファイナンスの実施

競争激化地域の物件売却
リファイナンスコストを考慮し、含み益を実現

収益性を重視した物件入れ替え

新築物件のリーシングリスクを排除

親会社とのコラボレーションによる物件の取得

リーシングリスク及びテナント入れ替えリスク排除のため、固定賃料物件の取得

収益の安定性を重視した追加物件の取得

個別物件の需要動向を的確に把握したリーシング活動
サービスの質を維持した上で運営費用を削減

高稼働率の推移・コスト削減

決算ハイライト決算ハイライト
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営業収益

営業利益

当期純利益

一口当り分配金

物件数（期末）

稼働率（期末）

総賃貸可能面積

2,231百万円

1,003百万円

営業費用 1,227百万円

743百万円

9,901円

39物件

93,795㎡

95.5%

資本的支出 25百万円

賃貸ＮＯＩ 1,439百万円

12.6%

27.2%

2.9%

16.2%

16.2%

前期比

249百万円

214百万円

35百万円

103百万円

1,382円

対前期増減

第3期 （平成18年8月1日～平成19年1月31日）
第4期業績予想

2,019百万円

－

－

640百万円

8,530円

第2期
（参考）

1,981百万円

1,192百万円

789百万円

639百万円

8,519円

42物件

100,135㎡

94.8%

16百万円

1,416百万円

第4期（平成19年7月期：平成19年2月1日～平成19年7月31日）運用予想の前提条件

本投資法人の規約に定める
分配の方針に従い、利益の
全額を分配することを前提に
しています。なお、利益を超
える金銭の分配は行わない
ことを前提にしております。

保有する不動産等にかかる固定資産税、都市計画税等につい
ては、賦課決定された税額のうち、当該計算期間に納税された
額を賃貸事業費用として費用処理する方法を採用しています。
他方、新規に取得する不動産等について、譲渡人との間で固定
資産税等の精算が発生する場合は、当該精算金は当該不動産
等の取得原価に算入するため、当該計算期間の費用には計上
されません。なお、建物修繕費につきましては、各営業期間にお
いて必要と想定される額を費用として計上しております。しかし、
予想し難い要因に基づく建物の毀損等により修繕費が緊急に発
生する可能性があります。また、減価償却費は、付帯費用を含
めて定額法により算出しております。

平成19年1月31日現在の有利子負債比
率は36.6%ですが、取得物件の決済に
係る新規借入を勘案し、平成19年7月31
日時点の有利子負債比率は約45%とな
ることを前提としています。

有利子負債比率=有利子負債÷（有利子
負債＋出資総額）×100

新投資口の追加発
行がないことを前
提にしています。

平成19年1月31日現在保有し
ている39物件に、3月31日まで
に取得いたしました5物件及び
取得契約締結済みの3物件を
加えています。なお、実際には
新規物件の取得、または既存
物件の譲渡等により変動する
可能性があります。

1口当たり分配金営業費用有利子負債比率投資口の発行運用資産

業績推移業績推移
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２ 外部成長外部成長
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【新築物件】
メリット：
　　・物件競争力が強い
　　・修繕費用が低い
デメリット：
　　・リースアップ費用の負担増
　　・リーシングリスク

親会社「株式会社プロスペクト」が
リーシング活動を行い、
高稼働率になった物件を購入。
これにより、リースアップ期間中の
コスト負担を軽減。

親会社とのコラボレーションによる物件の取得　（築浅かつ高稼働物件の取得）

収益性を重視した物件取得の継続収益性を重視した物件取得の継続 ①①

プロスペクト初台Ｆ０２４

96.1%稼働率

817.71㎡賃貸可能面積

平成19年3月15日取得日

平成18年2月建築時期

730百万円鑑定評価額

22戸賃貸可能戸数

S 3F構造・階数

730百万円取得価格

渋谷区本町1-5-17所在地

プロスペクト中央林間Ｓ０２２

100.0%稼働率

1,098.24㎡賃貸可能面積

平成19年3月15日取得日

平成18年5月建築時期

700百万円鑑定評価額

48戸賃貸可能戸数

RC 13F構造・階数

700百万円取得価格

大和市中央林間5-1-10所在地

プロスペクト森下Ｆ０２５

100.0%稼働率

2,399.23㎡賃貸可能面積

平成19年3月15日取得日

平成18年1月建築時期

1,480百万円鑑定評価額

45戸賃貸可能戸数

RC 9F構造・階数

1,480百万円取得価格

江東区森下2-16-10所在地

　　

　

　

　

投
資
法
人
の
物
件
取
得

㈱
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
の
物
件
取
得

低稼働率

高稼働率



8

収益の安定性を重視した追加物件の取得　（固定賃料物件の取得）

通常物件
93.3%

固定賃料物件　4物件 6.7%

＜平成19年3月30日現在の状況＞

固定賃料物件をポートフォリオの一部に加え、
リーシングリスク及びテナント入れ替えリスクを排除し、

収益の安定性を確保。

＜当面の目標＞
固定賃料物件比率 1割程度

収益性を重視した物件取得の継続収益性を重視した物件取得の継続 ②②

100.0%取得時稼働率

2,023.42㎡賃貸可能面積

平成19年3月30日取得日

平成18年6月建築時期

1,420百万円鑑定評価額

42戸賃貸可能戸数

RC 15F構造・階数

1,419百万円取得価格

北区滝野川5-6-5所在地

プロスペクト西巣鴨Ｆ０２６ スカイヒルズＮ１５Ｓ０２３

100.0%稼働率

4,754.86㎡賃貸可能面積

平成19年3月29日取得契約締結日

平成12年3月建築時期

936百万円鑑定評価額

111戸賃貸可能戸数

SRC 15F構造・階数

932百万円取得価格

札幌市北区北15条西3-21-319所在地

スカイヒルズ栄町Ｓ０２４

100.0%稼働率

6,775.39㎡賃貸可能面積

平成19年3月29日取得契約締結日

平成14年2月建築時期

1,120百万円鑑定評価額

134戸賃貸可能戸数

RC 10F構造・階数

1,115百万円取得価格

北海道千歳市栄町4-19-1所在地

ドーミー千歳Ｓ０２５

100.0%稼働率

3,383.02㎡賃貸可能面積

平成19年3月29日取得契約締結日

平成11年3月建築時期

596百万円鑑定評価額

111戸賃貸可能戸数

RC 6F構造・階数

592百万円取得価格

北海道千歳市高台2-5-10所在地
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短期で稼働率の上昇が見込める好立地な新築物件の取得

収益性を重視した物件取得の継続収益性を重視した物件取得の継続 ③③

Ｆ０２３ プロスペクト町屋

1,169.37㎡賃貸可能面積

平成18年11月7日取得日

平成18年8月建築時期

556百万円鑑定評価額

21戸賃貸可能戸数

RC 13F構造・階数

547百万円取得価格

荒川区町屋3-23-20所在地

本物件は荒川区町屋に所在の新築物件です。東京メトロ
千代田線、京成本線「町屋」駅から徒歩約9 分に位置し、
駅からの商店街通り沿いにあるため利便施設に恵まれて
います。千代田線「町屋」駅から「大手町」駅まで約14 分
と東京中心部へのアクセスも良好です。本物件は間取り
2LDK、3DKとなっており、主にファミリー及びDINKS 向け
の物件です。

新築優良物件の比率を高めるとともに、平均築年数の低
減を図り、ポートフォリオの充実を図るために取得しました。

物件の特色

取得理由
Ｓ０２１ プロスペクト河原町五条

－ （新築のため）稼働率

1,528.12㎡賃貸可能面積

平成19年3月15日取得日

平成19年1月建築時期

804百万円鑑定評価額

52戸賃貸可能戸数

RC 12F構造・階数

803百万円取得価格

京都市下京区寺町通五条上る西橋詰町758-6所在地

本物件は京都市下京区所在の新築物件です。京阪電気鉄道京阪本線「五条」駅よ
り徒歩約3分に位置し、京都一の繁華街である「四条通り」に至近のエリアにありま
す。本物件は1K タイプ49戸、店舗2戸、事務所1戸で、主に単身者向けの物件です。

新築優良物件の比率を高めるとともに、平均築年数の低減を図り、ポートフォリオの
充実を図るために取得しました。

物件の特色

取得理由

H18.11 H18.12 H19.1 H19.2
0%

50%

100%

投
資
法
人
の
物
件
取
得

↓

早期リーシングアップ

＜プロスペクト町屋の稼働率推移＞

H19.3.12
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1,115百万円100.0%平成19年3月29日平成14年2月スカイヒルズ栄町

平成11年3月

平成12年3月
平成18年6月
平成18年1月
平成18年5月
平成18年2月
平成19年1月
平成18年8月

建築時期

700百万円100.0%平成19年3月15日プロスペクト中央林間

730百万円96.1%平成19年3月15日プロスペクト初台

803百万円－平成19年3月15日プロスペクト河原町五条

1,419百万円100.0%平成19年3月30日プロスペクト西巣鴨

932百万円100.0%平成19年3月29日スカイヒルズＮ１５

取得価格

（予定含む）

取得時

稼働率

取得日

（契約日含む）
物件名

ドーミー千歳

プロスペクト森下

プロスペクト町屋

平成19年3月29日

平成19年3月15日

平成18年11月7日

100.0%

100.0%

－

592百万円

1,480百万円

547百万円

プロスペクト代々木

786百万円帳簿価格

130百万円売却損益

943百万円譲渡価格

平成18年10月19日譲渡日

プロスペクト半蔵門

2,361百万円帳簿価格

112百万円売却損益

2,500百万円譲渡価格

平成18年10月31日譲渡日

プロスペクト麹町

1,465百万円帳簿価格

▲130百万円売却損益

1,350百万円譲渡価格

平成18年10月31日譲渡日

プロスペクト御茶ノ水

2,263百万円帳簿価格

83百万円売却損益

2,420百万円譲渡価格

平成18年11月2日譲渡日

第3期に資産譲渡

資産の追加取得（契約締結含む）

【譲渡資産】
物件数：4物件
譲渡価格合計：7,213百万円
賃貸可能戸数：169戸
賃貸可能面積：7,509.41㎡

【取得資産】
物件数：9物件
取得価格合計：8,318百万円
賃貸可能戸数：586戸
賃貸可能面積：23,929.36㎡

競争激化地域の
物件売却

入替売却の状況入替売却の状況

親会社との
コラボレーション
による物件取得

固定賃料物件

好立地な新築物件
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東京主要5区
9物件 22,782百万円
東京主要5区

9物件 22,782百万円

東京圏
5物件 3,925百万円

東京圏
5物件 3,925百万円

仙台
3物件 1,520百万円

仙台
3物件 1,520百万円

北海道
3物件 2,639百万円

北海道
3物件 2,639百万円

大阪・京都
9物件 5,708百万円
大阪・京都

9物件 5,708百万円

名古屋
5物件 4,236百万円

名古屋
5物件 4,236百万円

東京23区（主要5区以外）
13物件 19,902百万円
東京23区（主要5区以外）

13物件 19,902百万円

東京23区
（主要5区除く）
32.8%

東京主要5区
37.5%

大阪・京都
9.4%

その他
13.8%

その他の地域
23.2%

東京圏
6.5%

東京23区
70.3%

第2期（平成18年7月31日） 第3期（平成19年1月31日現在） 平成19年3月30日現在 (契約分含む）

東京23区
73.8%

東京圏
6.1%

その他の地域
20.1%

その他の地域
18.1%

東京23区
76.4%

東京圏
5.5%

大阪・京都
8.3%

その他
9.7% 大阪・京都

9.2%

その他
10.9%

※価格は取得価格ベースです。

ポートフォリオクオリティーの変化ポートフォリオクオリティーの変化①（地域別）①（地域別）

東京主要5区
48.5%東京23区

（主要5区除く）
27.9%

42物件 58,951百万円

東京主要5区
41.7%

東京23区
（主要5区除く）

32.1%

39物件 52,941百万円 47物件 60,712百万円

※東京主要5区は、
中央区、港区、千代田区、渋谷区、文京区です。
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物件数取得価格 賃貸可能戸数

平均築年数 （加重平均）稼働率（面積ベース） ポートフォリオＰＭＬ値

（件）

第1期 第2期 第3期 H19.3.30

45

30

15

35
物
件

42
物
件

39
物
件

47
物
件

第1期 第2期 第3期 H19.3.30

51
8億
円

58
9億
円

600

400

200

（億円）

52
9億
円

60
7億
円

第1期 第2期 第3期

9%

8%

7%

10%

9.0%

8.2% 8.1%

第1期 第2期 第3期 H19.3.30

7年

6年

5年

8年

6.1年 6.1年

7.2年

6.8年

ポートフォリオクオリティーの変化ポートフォリオクオリティーの変化②②

第1期 第2期 第3期 H19.3.30

3,000戸

2,500戸

2,000戸

1,500戸

2,
10

7戸 2,
40

2戸

2,
25

4戸

2,
81

9戸

第1期 第2期 第3期 H19.2.28

90%

80%

70%

100%

89.5%

94.8% 95.5% 95.4%
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第３期末時資産規模５２９億円

資産規模 アロケーション

入替えを行い、一定の築年数を維持
目標：５年

第３期末時平均築年数７．２年

築浅物件 経年物件IN
OUT

シングル・ファミリータイプの
割合を５０％程度に

ポートフォリオ見直し

過度な競争による
規模拡大をしない

東京23区を中心に投資するものの、
バランスよく地域分散を図る

築年数タイプ別

ファミリー
タイプ

シングル
タイプ

ファミリー
タイプ

シングル
タイプ

東京23区
東京圏

その他地方

東京23区

東京圏

その他地方

ポートフォリオの見直しポートフォリオの見直し
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３ 内部成長内部成長
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10戸

20戸

30戸

10戸

20戸

30戸

100%

95%

90%

85%

地域別 住居タイプ別

100%

95%

90%

85%

第3期　成約・解約戸数（ 39物件）

地方

東京圏

東京23区
H19.2H19.1H18.12H18.11H18.10H18.9H18.8

93.8%94.7%94.0%93.9%93.8%93.7%93.3%
98.4%97.1%96.5%98.2%98.8%96.6%98.3%
95.8%95.6%95.9%93.9%95.5%95.7%94.8%

東京圏

東京23区

地方

ファミリー

シングル

全物件

H19.2H19.1H18.12H18.11H18.10H18.9H18.8

95.8%95.8%95.3%93.9%95.3%95.0%94.8%
94.7%94.9%95.4%95.3%95.3%95.5%94.5%
95.4%95.5%95.3%94.4%95.3%95.2%94.7%

シングル

全物件

ファミリー

中
目
黒

新
大
阪

大
森
海
岸

高
輪
魚
ら
ん
坂

麻
布
台

東
雲
橋

Ｔ
Ｋ
渋
谷

美
章
園

豊
中
服
部

東
仙
台

な
が
せ

Ｔ
Ｋ
田
園
調
布

四
ツ
谷

高
峯

桜
川

グ
ラ
ー
サ
広
尾

南
仙
台

町
屋

高
砂
関
弐
番
館

西
田
辺

桂鶴
舞
Ⅱ

北
戸
田

浦
和

西
葛
西

Ｓ
Ｋ
レ
ジ
デ
ン
ス

橋
本

恩
賜
公
園

西
六
郷
第
２

御
器
所

代
官
町

道
玄
坂

Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
34

恵
比
寿

清
澄
庭
園

下
鴨

川
崎

日
本
橋
本
町

六
本
木
ラ
イ
ズ

成約戸数

解約戸数

稼働率の推移稼働率の推移
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第3期コストカットの現状

２００６年１０月、１１月にＰＭ会社・ＢＭ会社との協議により、建物管理費削減を実現

373,800円378,000円プロスペクト恩賜公園

120,750円130,315円プロスペクト美章園

155,400円171,150円アブレスト桜川

182,700円191,835円プロスペクト桂

153,825円168,682円クラウンハイム西田辺

211,050円218,400円プロスペクト日本橋本町

115,500円125,947円プロスペクト豊中服部

244,650円248,850円オーフォート西葛西

165,900円173,250円ＴＫフラッツ田園調布アネックス

193,200円201,075円フレグランス川崎

805,875円847,140円プロスペクト東雲橋

252,000円260,400円六本木ライズハウス

241,500円256,200円プロスペクト道玄坂

808,342円834,592円プロスペクト清澄庭園

231,205円249,900円メゾン・ド・ヴィレ中目黒

412,335円451,185円メゾン・ド・ヴィレ高輪魚らん坂

コストカット後以前物件名

１６物件で、総額２３８,８８９円／月のコストカットを実現

コストカットの状況コストカットの状況

第1期 第2期 第3期

20%

25%

30%

400億

500億

600億

物件取得価格合計

経費率（固定資産税除く）

第4期以降に更なるコストカットの推進

＜資産規模と経費率＞

物件取得
価格合計

経費率
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第1期 第2期 第3期

3%

6%

9%

（第４期以降）

建物管理費の削減 共用部分のコスト削減

ＰＭ会社・ＢＭ会社との協議により建物管理費を削減（予定） ＰＭ会社・電力会社との協議により、共用部分の電気代などを削減

実施予定：４月以降
対象物件：１９物件
削減目標：総額１,１１０,４５６円／月

226,800円244,650円オーフォート西葛西

401,070円493,500円ＳＫレジデンス

426,169円483,000円プロスペクト・グラーサ広尾

208,245円218,400円高砂関弐番館

167,459円231,000円リビングステージ東仙台

164,345円223,650円リビングステージ南仙台

233,625円259,875円ディム橋本

150,150円165,900円ＴＫフラッツ田園調布アネックス

176,400円193,200円フレグランス川崎

683,550円805,875円プロスペクト東雲橋

1,968,750円2,205,000円ＴＫフラッツ渋谷

226,800円252,000円六本木ライズハウス

201,600円241,500円プロスペクト道玄坂

520,695円547,050円エンゼルハイム西六郷第2
433,180円460,740円プロスペクト大森海岸

543,250円808,342円プロスペクト清澄庭園

395,955円397,425円パークテラス恵比寿

464,257円469,339円メゾン・ド・ヴィレ麻布台

410,025円412,335円メゾン・ド・ヴィレ高輪魚らん坂

コストカット後従前物件名

実施予定：４月～５月
対象物件：１０物件　
　　　　　　　総額１，０５２，０１２円／期（試算ベース）

実施予定：１月～２月
対象物件：７物件　
　　　　　　　総額２０６，０４７円／期（試算ベース）

コストカットの更なる推進コストカットの更なる推進

物件運営費

建物管理費

修繕維持費

公共料金

＜主な費用の推移＞

建物
管理費

公共
料金



18

第3期の賃料引上げ実績

プロスペクト東雲橋、プロスペクト・グラーサ広尾など首都圏中心に
約20物件において、賃料引上げを実施しました。

今後の施策

アップサイド フラット ディフェンシブ

積極的に賃料引上げを展開 賃料引上げに努めます 賃料維持に努めます

平均賃料のアップを図ります

アップサイドを重点的に賃料引上げ施策を実施してまいります。

例：プロスペクト東雲橋：総額で約13万円賃料引上げ

賃貸マーケット分析 （物件特性の把握など）

プロスペクト東雲橋 エンゼルハイム西六郷第2 ユーハウス御器所

賃料の引上げ策賃料の引上げ策
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完成予想図

ユーハウス御器所

現況写真

工事完了予定：平成19年6月

・物件価値の維持
・賃料維持
・周辺物件との競争力強化
（新規入居者増加、解約減少）

◆屋上・屋根防水工事
◆外壁補修・塗装工事
◆バルコニー・開放廊下長尺
　シート貼り工事
◆カラーコーディネイト

計画的大規模修繕による物件価値の維持向上計画的大規模修繕による物件価値の維持向上
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顧客ニーズ

ＰＭ会社との連携

テナントに最も近い立場である
ＰＭ会社と連携し、テナントの
潜在的なニーズを掘り起こし、
顧客満足度の向上を図ります。

【実績】
・3点ユニットの改修
・ディンプルキーの交換
など

実例：３点ユニット→セパレートタイプ

ＣＳ調査

定期的にＣＳ調査を実施する
ことにより、テナントの潜在的
なニーズを収集します。
ご要望を吟味した結果、適宜改
善に努め、顧客満足度の
向上を図ります。

【実績】
・駐輪場の屋根設置
・玄関前リフォーム
・防犯カメラの設置
など潜在ニーズ

＜施工前＞

＜施工後＞

顧客満足度の向上顧客満足度の向上

実例：駐輪場の屋根設置

＜施工前＞

＜施工後＞
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４ 財務戦略財務戦略
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極
度
ロ
ー
ン
（
第
１
順
位
）

極
度
ロ
ー
ン
（
第
１
順
位
）

極
度
ロ
ー
ン
（
第
１
順
位
）

極
度
ロ
ー
ン
（
第
１
順
位
）

タームローン
12,747百万円
（第1順位）

極度ローン（第2順位）
7,279百万円

LTV 36.6%

長期借入
第1順位

LTV 50.8%

コミットメントライン

第1順位
LTV

最大52.6%

・・

LTV
FLEX LTV

FLEX

足りない分をコミットメント
ラインより借り入れ

あおぞら銀行をアレンジャーと
し、全既存融資200億円借換

機動性のあるコミットメント
ライン70億円の設定

第3期末の状況 現在（平成19年3月30日）の状況

※LTVとは： 有利子負債比率=有利子負債÷（有利子負債＋出資総額）×100

リファイナンスの状況リファイナンスの状況

29物件

長期借入による財務の安定性

コミットメントラインの設定により機動的調達

新規レンダー発掘が容易

新規ローン借入条件の柔軟性向上



23

【格付け取得による効果】

◆取引金融機関の拡大（生損保、地銀等）
◆無担保借入の取入れ
◆長期借入の実現
◆借入期限の分散化
◆発行体の信用力向上
◆金利コストの低減

ファイナンス

◆新規物件ローン
◆コミットメントライン

組み合わせ
平成１９年３月１５日付で長期借入（３年２００億円）
によるリファイナンスを実施

第４期より格付け取得を準備第４期より格付け取得を準備

財務の安定化
ファイナンス機動性の確保

今後の財務戦略今後の財務戦略
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５ 参考資料参考資料



25

ー326,161－－14.6326,161不動産等売却益

ー130,567－－5.8130,567不動産等売却損

△89.3△340.0380.04前期繰越利益

その他営業外収益

受取利息 3280.92370.070.0245
△22.5△470.02090.0162

△6.2△1960.23,1580.12,962資産保管委託報酬

△5.55△9950.917,9730.716,978一般事務委託報酬

△1.1△21,48892.41,830,74081.01,809,251賃貸事業収入

16.2103,82932.3639,74233.3743,572当期純利益

31.225,0174.080,2504.7105,268その他営業費用

27.2214,39639.8789,54545.01,003,941営業利益

88.11900.02160.0407営業外収益

74.3110,7297.5149,04311.6259,773営業外費用

23.022,7165.098,6035.4121,319支払利息

179.988,2242.549,0206.1137,244融資関連費用

△14.8△2100.11,4190.01,209その他営業外費用

0.000.23,6000.13,600役員報酬

16.2103,85632.3640,71733.4744,574経常利益

16.2103,85632.3640,71733.4744,574税引前当期純利益

16.2103,79532.3639,78033.3743,576当期未処分利益

2.8270.09750.01,002法人税等

△5.5△6,7586.2122,4965.1115,738資産運用報酬

△11.6△112,54848.7964,66538.1852,118賃貸事業費用

2.935,08860.21,192,14555.01,227,234営業費用

△36.5△55,1877.6150,9504.295,762その他賃貸事業収入

12.6249,485100.01,981,690100.02,231,175営業収益

増減率増減額百分比金額百分比金額（単位：千円）

増減第２期第３期

第３期（平成１８年８月１日～平成１９年１月３１日）

不動産賃貸事業損益

48865,16365,651共益費

△896,8906,801損害保険料

△3,09233,85030,758信託報酬

△12,542399,481386,939減価償却費

修繕費

業務管理費 △91,896236,250144,354

△2,44272,99770,555

△23,1951,677,6641,654,469賃貸料

△112,547964,665852,118不動産賃貸事業費用

△46639,65039,184水道光熱費

82770,78871,615公租公課

△2,847104,755101,908その他賃貸事業費用

35,8701,017,0251,052,895不動産賃貸事業損益

△55,188150,95095,762その他賃貸事業収入

△1,02120,49619,475付帯収入

2,24067,41569,655駐車場収入

△76,6761,981,6901,905,014不動産賃貸事業収入

増減額第２期第３期（単位：千円）

損益計算書損益計算書
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△1.0△1170.011,3230.011,206投資その他の資産

△10.9△7210.06,6100.05,889　　その他無形固定資

△9.7△3,151,43250.632,273,26451.329,121,832　　信託土地

△10.9△7210.06,6100.05,889無形固定資産

　

資
産
の
部

　　建物等

有形固定資産 △10.9△6,623,72894.760,356,42694.753,732,698
1.513,1171.3824,6091.4807,663

△21.9△386,9032.81,762,0182.41,375,115現金及び預金

△11.0△6,623,72894.760,374,36194.753,749,749固定資産

0.001.2794,5451.3794,545　　土地

△13.0△3,455,35241.526,464,00740.523,008,657　　信託建物等

△11.0△7,003.053100.063,758,956100.056,755,902資産合計

55.045,8960.183,3160.2129,212その他流動資産

△59.6△4,3760.07,3390.02,962デリバティブ資産

△2.1△33,1022.41,531,9202.61,498,817信託現金及び預金

△11.2△378,4865.33,384,5945.33,006,108流動資産

増減率増減額百分比金額百分比金額
（単位：千円）

増減第２期第３期

第３期（平成１９年１月３１日現在）

　

負
債
の
部

長期借入金

預り敷金保証金 △8.2△65,2211.3797,9241.3732,702
0.000.000.00

45.6130,7210.4286,4910.4417,212未払金等

△8.2△65,2211.3797,9241.3732,702固定負債

△24.9△7,102,47144.728,489,99737.721,387,525負債合計

△10.3△24,4040.4235,5810.3211,177前受金

△1.9△252,87520.413,000,00022.412,747,125一年以内返済予定長期借入金

△48.6△6,890,69422.214,170,00012.87,279,306短期借入金

△25.4△7,037,24943.427,692,07236.420,654,822流動負債

　

純
資
産
の
部

繰延ヘッジ損益 △59.6△4,3760.07,3390.02,962

0.0054.334,621,83861.034,621,838出資総額

△59.6△4,3760.07,3390.02,962評価・換算差額等

0.399,41855.335,268,95862.335,368,377純資産合計

16.2103,7951.0639,7801.3743,576剰余金

0.3103,79555.335,261,61962.335,365,414投資主資本

△11.0△7,003,053100.063,758,956100.056,755,902負債・純資産合計

貸借対照表貸借対照表
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増減

△19,81719,817－長期前払費用の増加・減少額

152,017－152,017未払消費税等の増加・減少額

△360360－その他流動資産の増加・減少額

△60,8906,623△54,266前払費用の増加・減少額

558△1,556△997法人税等の支払額

△22,716△98,603△121,319利息の支払額

△63,19638,792△24,403前受金の増加・減少額

6,877,064－6,877,064信託有形固定資産の売却による減少額

△37,33316,039△21,294営業未払金の増加・減少額

19,485△22,747△3,261未払金の増加・減少額

△99,68997,354△2,334未払費用の増加・減少額

15,576△11,9593,617営業未収入金の増加・減少額

△1,2881,397108未収入金の増加・減少額

△22,08126,7284,646未収消費税等の増加・減少額

22,71698,603121,319支払利息

△237△7△245受取利息

△12,421400,082387,661減価償却費

103,856640,717744,754税引前当期純利益

△6912757その他

2377245利息の受取額

6,851,4101,211,7788,063,189営業活動によるキャッシュフロー

6,873,3301,311,9308,185,261小計

Ⅰ．営業活動によるキャッシュフロー

第２期第３期（単位：千円）

第３期（平成１９年１月３１日現在）

増減

7,211△7,211－無形固定資産の取得による支出

△147,071210,94163,870預り敷金保証金の収入

△49,117△79,914△129,092預り敷金保証金の支出

569△452117その他

5,753,516△6,390,183△636,666信託有形固定資産の取得による支出

873,506△873,906△400有形固定資産の取得による支出

6,438,555△7,140,727△702,171投資活動によるキャッシュフロー

Ⅱ．投資活動によるキャッシュフロー

第２期第３期（単位：千円）

△252,874－△252,874長期借入金の返済による支出

△194,643△442,812△637,455分配金の支払額

△12,940,693－△12,940,693短期借入金の返済による支出

△1,340,0007,390,0006,050,000短期借入金の借入による収入

△14,728,2116,947,187△7,781,023財務活動によるキャッシュフロー

Ⅲ．財務活動によるキャッシュフロー

△1,438,2441,018,239△420,005Ⅳ．現金及び現金同等物の増加・減少額

1,018,2392,275,7003,293,939Ⅴ．現金及び現金同等物の期首残高

△420,0053,293,9392,873,933Ⅵ．現金及び現金同等物の期末残高

キャッシュフロー計算書キャッシュフロー計算書
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不動産信託受益券の購入H19.9.28変動1,500H19.3.30三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

借入金の返済H22.3.15変動500H19.3.15ＮＴＴファイナンス株式会社

不動産信託受益券の購入H19.6.15変動2,785H19.3.15株式会社あおぞら銀行

不動産信託受益券の購入H19.6.15変動1,114H19.3.15農林中央金庫

借入金の返済H22.3.15変動9,500H19.3.15リーマン・ブラザーズ証券株式会
社

借入金の返済H22.3.15変動1,000H19.3.15株式会社武蔵野銀行

借入金の返済H22.3.15変動1,000H19.3.15住友信託銀行株式会社

借入金の返済H22.3.15変動3,000H19.3.15株式会社三井住友銀行

借入金の返済H22. 3.15変動5,000H19.3.15株式会社あおぞら銀行

借入金の返済H19.3.15変動4,800H19.2.15株式会社あおぞら銀行

資金使途返済期日
借入

金利

借入金額

（百万円）
借入日借入先

期限到来に伴う返済H19.3.15変動2,354H18.3.15株式会社りそな銀行

期限前弁済H19.3.15変動1,961H17.7.14株式会社三井住友銀行

期限前弁済H19.3.15変動1,961H17.7.14株式会社みずほ銀行

期限到来に伴う返済H19.3.15変動4,800H19.2.15株式会社あおぞら銀行

期限前弁済H19.3.15変動1,961H17.7.14住友信託銀行株式会社

期限前弁済H19.3.15変動1,961H17.7.14農林中央金庫

期限前弁済H19.3.15変動2,451H17.7.14三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

期限前弁済H19.3.15変動2,451H17.7.14中央三井信託銀行株式会社

期限到来に伴う返済H19.2.15変動985H18.2.15中央三井信託銀行株式会社

期限到来に伴う返済H19.2.15変動3,940H18.2.15株式会社あおぞら銀行

返済方法返済日
借入

金利

返済金額

（百万円）
借入日借入先

借　　入 返　　済

資金の借入・返済及びＬＴＶの推移資金の借入・返済及びＬＴＶの推移

LTVの推移

有利子負債比率

極度ローン

タームローン

40.8%36.5%36.6%39.1%40.7%43.3%44.0%41.7%36.4%33.6%32.7%27.3%
3,9007,1547,2799,49511,02213,44014,17011,7806,7804,5303,8000

20,00012,74712,74712,74712,74713,00013,00013,00013,00013,00013,00013,000
H19.3.15H19.2.13H18.11.2H18.10.30H18.10.18H18.8.31H18.3.13H18.2.23H17.9.27H17.8.29H17.8.10H17.7.12

100億円

200億円

300億円

400億円

20%

30%

40%

50%
＜リファイナンスの実施＞＜ＩＰＯ＞

※LTVとは： 有利子負債比率=有利子負債÷（有利子負債＋出資総額）×100
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所有者別投資主・投資口数

46.935,229合計

2.21,689日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）10

2.51,902
ザチェース マンハッタン バンク エヌ エイ ロンドン

エス エルオムニバス アカウント
9

2.61,935
エイチエスビーシーバンク ピーエルシー

クライアンツ ノンタックス トリーティ
8

3.92,962
シージーエムエル-アイピービー カスタマー
コラテラル アカウント

7

4.33,208
ルクセンブルグオフショア ジャスディック

レンディング アカウント
6

4.93,713ジェーピー モルガン チェースバンク 3800845

5.13,840ゴールドマン・サックス・インターナショナル4

5.13,855モルガン・スタンレーアンドカンパニーインク3

6.75,039日興シティ信託銀行株式会社（投信口）2

9.47,086ステートストリート バンク アンド トラストカンパニー 5061551

比率
（％）

保有口数投資主名順位

所有者別投資主・投資口数

14,229
（18.9%）

第1期
（75,100口）

第2期
（75,100口）

第3期
（75,100口）

17,950
（23.9%）

39,184
（52.2%）

＜所有者別投資主数＞

＜所有者別投資口数＞

12,261
（16.33%）

14,992
（19.96%）

44,518
（59.28%）

3,329(4.43%)

15,153
（20.18%）

17,676
（23.54%）

27,771
（36.98%）

14,500
(19.31%)

3,737(5.0%)

5,798人
64人

188人
72人

5,474人
第2期

ー

1.1%
3.2%
1.2%

94.4%

ー

0.76%
3.74%
1.24%

94.26%

ー5,375人6,469人合計

2.22%119人49人外国法人・個人

3.03%163人242人その他国内法人

1.26%68人80人金融機関（証券会社含む）

93.49%5,025人6,098人個人・その他

第3期第1期

投資主属性投資主属性
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コンプライアンス体制

　　　コンプライアンス・オフィサーの事前チェック２

　　　コンプライアンス委員会での審議３

　　　運用会議での決議４

　　　利害関係者取引について投資法人役員会にて事前承認５

物件の取得・売却他

利害関係に関して、コンプライアンス委員会及び運用会議の
承認を得た上で、意思決定がされます。

運用会社にてコンプライアンス（法令順守）の徹底を図るた
め、外部の専門家（弁護士）を招いております。
【構成員】

コンプライアンス・オフィサー、代表取締役社長、各取締役、
各部の部長、及び１名以上の外部専門家

基本原則

利害関係者と取引を行う場合には、投資法人の運用会議
にて承認を得なければなりません。また、不動産売買価格
は鑑定評価額を下回らなければなりません。（当該利害
関係者に該当することとなる者は当該決議対象となる
議案について議決権を有しないものとします。）

　　　投資部起案１

差
戻
し
・
変
更
指
示

コンプライアンス体制コンプライアンス体制

資産運用に関する運用会社における最高意思決定機関で
あり、資産の取得・売却、資金調達、資産の運営管理方法
などの重要な事項を決定する権限を有します。
【構成員】
代表取締役社長、各取締役、及びコンプライアンス・オフィ
サー
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

Ｓ００１

TKフラッツ渋谷

渋谷区円山町26-7

平成14年11月

平成17年7月

6,220百万円

6,399百万円

6,903.54㎡

194戸

4.8%

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率（面積ベース）

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

184日

6,430百万円

92.6%

195,357千円

43,758千円

32,655千円

118,944千円

0

シングルタイプ

Ｓ００２

プロスペクト東雲橋

江東区東雲1-1-7

平成16年3月

平成17年7月

3,230百万円

3,353百万円

4,849.20 ㎡

171戸

5.3%

184日

3,440百万円

98.2%

113,922千円

20,898千円

23,385千円

69,638千円

0

Ｓ００３

メゾン・ド・ヴィレ麻布台

港区麻布台2-3-7

平成13年5月

平成17年7月

2,690百万円

2,720百万円

2,567.09 ㎡

91戸

4.9%

184日

2,720百万円

95.5%

79,786千円

19,299千円

12,341千円

48,145千円

0

Ｓ００４

メゾン・ド・ヴィレ高輪魚らん坂

港区高輪1-5-14

平成11年3月

平成17年7月

1,740百万円

1,768百万円

1,778.37 ㎡

70戸

5.0%

184日

1,810百万円

100.0%

54,741千円

10,508千円

6,512千円

37,720千円

0

Ｓ００５

プロスペクト大森海岸

大田区大森北2-12-3

平成15年2月

平成17年7月

1,770百万円

1,807百万円

2,478.04 ㎡

89戸

5.1%

184日

1,790百万円

99.0%

57,559千円

10,507千円

9,357千円

37,694千円

0

各物件の概要各物件の概要 ①①

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

Ｓ００６

アブレスト新大阪

大阪市淀川区宮原5-2-25

平成8年3月

平成17年7月

1,763百万円

1,826百万円

2,984.64 ㎡

92戸

6.0%

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

184日

1,824百万円

87.5%

100,948千円

50,307千円

19,747千円

30,893千円

168千円

シングルタイプ

Ｓ００７

メゾン・ド・ヴィレ中目黒

目黒区中目黒2-8-23

平成11年2月

平成17年7月

1,170百万円

1,189百万円

1,275.00㎡

50戸

4.9%

184日

1,220百万円

96.0%

37,803千円

8,384千円

5,200千円

24,218千円

0

Ｓ００８

六本木ライズハウス

港区六本木3-16-5

平成15年3月

平成17年7月

1,140百万円

1,184百万円

1,209.87 ㎡

34戸

4.9%

184日

1,140百万円

90.4%

32,727千円

7,092千円

5,292千円

20,343千円

0

Ｓ００９

プロスペクト日本橋本町

中央区日本橋本町4-6-9

平成16年11月

平成17年7月

1,030百万円

1,070百万円

1,290.49 ㎡

50戸

5.1%

184日

1,030百万円

97.9%

35,218千円

6,801千円

6,475千円

21,941千円

0

Ｓ０１１

フレグランス川崎

川崎市川崎区宮前町8-10

平成15年9月

平成17年7月

600百万円

624百万円

1,065.96 ㎡

45戸

5.6%

184日

609百万円

97.7%

22,850千円

5,728千円

5,441千円

11,680千円

0

各物件の概要各物件の概要 ②②

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

シングルタイプ

Ｓ０１２

アブレスト桜川

大阪市浪速区桜川1-4-28

平成12年8月

平成17年7月

497百万円

516百万円

1,009.92 ㎡

48戸

5.6%

184日

505百万円

97.9%

19,390千円

5,989千円

5,501千円

7,899千円

0

Ｓ０１３

ドーム高峯

名古屋市昭和区妙見町75-1

平成元年3月

平成17年7月

309百万円

322百万円

946.04㎡

36戸

5.7%

184日

276百万円

94.5%

12,330千円

5,103千円

1,925千円

5,302千円

634千円

Ｓ０１４

ドーム四ツ谷

名古屋市昭和区神村町1-31-1

昭和63年2月

平成17年7月

263百万円

275百万円

765.90 ㎡

36戸

5.9%

184日

240百万円

100.0%

11,162千円

4,404千円

1,445千円

5,312千円

0

Ｓ０１５

TKフラッツ田園調布アネックス

大田区田園調布1-11-2

平成11年3月

平成17年7月

240百万円

249百万円

429.50 ㎡

14戸

5.9%

184日

224百万円

71.3%

9,043千円

3,480千円

2,005千円

3,558千円

0

Ｓ０１６

アブレストながせ

大阪府東大阪市横沼町1-8-17

平成11年3月

平成17年7月

200百万円

209百万円

532.98 ㎡

26戸

6.3%

184日

200百万円

100.0%

8,974千円

2,494千円

2,490千円

3,989千円

572千円

各物件の概要各物件の概要 ③③

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

シングルタイプ

Ｓ０１７

リビングステージ東仙台

仙台市宮城野区新田2-18-25

平成8年7月

平成17年8月

455百万円

435百万円

1,539.41 ㎡

52戸

6.0%

184日

431百万円

86.8%

19,003千円

6,358千円

4,928千円

7,717千円

0

Ｓ０１８

プロスペクト豊中服部

大阪府豊中市服部元町2-2-18

平成17年12月

平成18年2月

439百万円

396百万円

986.34 ㎡

34戸

5.3%

184日

452百万円

100.0%

15,048千円

2,023千円

4,628千円

8,396千円

0

Ｓ０１９

プロスペクト美章園

大阪市東住吉区北田辺2-2-20

平成17年10月

平成18年2月

395百万円

376百万円

901.15 ㎡

26戸

5.7%

184日

382百万円

100.0%

13,533千円

2,055千円

3,357千円

8,121千円

0

Ｓ０２０

プロスペクト下鴨

京都市左京区下鴨西本町48-2

平成18年2月

平成18年3月

423百万円

411百万円

675.51 ㎡

31戸

5.1%

184日

383百万円

96.9%

11,456千円

2,624千円

3,389千円

5,442千円

0

各物件の概要各物件の概要 ④④

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

Ｆ００１

プロスペクト清澄庭園

江東区清澄1-5-18

平成14年2月

平成17年7月

2,730百万円

2,780百万円

5,556.73㎡

77戸

5.1%

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

184日

2,900百万円

98.7%

97,919千円

23,263千円

17,852千円

56,804千円

0

ファイミリータイプ

Ｆ００２

パークテラス恵比寿

渋谷区恵比寿2-29-2

平成12年10月

平成17年7月

2,670百万円

2,712百万円

2,705.09 ㎡

51戸

4.7%

184日

2,670百万円

97.7%

78,517千円

14,226千円

13,793千円

50,498千円

0

Ｆ００３

ＢＥＬＮＯＳ３４

葛飾区東新小岩3-4-16

平成3年5月

平成17年7月

2,450百万円

2,534百万円

5,321.89 ㎡

100戸

5.6%

184日

2,410百万円

92.3%

89,318千円

29,559千円

26,912千円

32,846千円

7,273千円

Ｆ００４

プロスペクト道玄坂

渋谷区道玄坂1-17-6

平成17年2月

平成17年7月

2,230百万円

2,294百万円

2,058.53 ㎡

47戸

4.9%

184日

2,150百万円

92.2%

59,699千円

9,756千円

9,242千円

40,701千円

0

Ｆ００５

ユーハウス代官町

名古屋市東区代官町15-3

昭和61年3月

平成17年7月

1,520百万円

1,548百万円

5,944.44 ㎡

96戸

6.0%

184日

1,434百万円

98.3%

61,961千円

14,928千円

10,893千円

36,139千円

1,143千円

各物件の概要各物件の概要 ⑤⑤

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

Ｆ００６

ユーハウス御器所

名古屋市昭和区石仏町2-1-40

平成3年2月

平成17年7月

1,378百万円

1,406百万円

5,127.19 ㎡

78戸

6.1%

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

184日

1,344百万円

91.1%

56,540千円

21,388千円

12,079千円

23,073千円

11,781千円

ファイミリータイプ

Ｆ００７

エンゼルハイム西六郷第2

大田区西六郷4-13-7

平成9年5月

平成17年7月

1,347百万円

1.401百万円

2,776.64 ㎡

40戸

6.2%

184日

1,342百万円

100.0%

52,818千円

11,786千円

9,965千円

31,067千円

1,362千円

Ｆ００８

プロスペクト恩賜公園

江東区大島1-5-1

平成17年2月

平成17年7月

1,180百万円

1,196百万円

2,033.77 ㎡

61戸

5.2%

184日

1,190百万円

100.0%

41,115千円

6,494千円

11,120千円

23,500千円

0

Ｆ００９

ディム橋本

相模原市橋本3-20-17

昭和62年8月

平成17年7月

975百万円

992百万円

3,170.41 ㎡

92戸

6.0%

184日

1,030百万円

93.6%

41,275千円

10,072千円

7,648千円

23,555千円

179千円

Ｆ０１０

ＳＫレジデンス

豊島区南大塚3-41-2

平成2年2月

平成17年7月

983百万円

1,020百万円

1,624.49 ㎡

30戸

5.3%

184日

976百万円

91.9%

35,484千円

12,604千円

5,621千円

17,258千円

0

各物件の概要各物件の概要 ⑥⑥

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

Ｆ０１１

オーフォート西葛西

江戸川区西葛西3-10-25

平成14年1月

平成17年7月

889百万円

927百万円

1,960.00 ㎡

28戸

5.2%

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

184日

855百万円

96.4%

31,070千円

6,690千円

5,303千円

19,077千円

0

ファイミリータイプ

Ｆ０１２

ガーデンシティ浦和

さいたま市浦和区常盤10-17-16

平成5年2月

平成17年7月

855百万円

878百万円

2,468.51 ㎡

30戸

5.5%

184日

868百万円

100.0%

29,790千円

5,032千円

6,763千円

17,994千円

0

Ｆ０１３

ガーデンシティ北戸田

戸田市笹目4-40-1

平成5年6月

平成17年7月

697百万円

731百万円

3,678.83 ㎡

49戸

6.2%

184日

675百万円

98.0%

35,701千円

11,026千円

7,274千円

17,401千円

233千円

Ｆ０１４

ユーハウス鶴舞Ⅱ

名古屋市中区千代田2-10-24

平成3年2月

平成17年7月

667百万円

685百万円

2,262.63 ㎡

34戸

5.8%

184日

571百万円

100.0%

26,602千円

9,231千円

7,511千円

9,859千円

0

Ｆ０１７

リビングステージ南仙台

仙台市太白区西中田4-3-5

平成7年4月

平成17年8月

286百万円

275百万円

1,277.10 ㎡

27戸

6.0%

184日

284百万円

88.9%

12,540千円

4,804千円

3,194千円

4,541千円

0

各物件の概要各物件の概要 ⑦⑦

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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物
件
概
要

所在地

建築時期

取得時期

取得時鑑定評価額

取得価格

賃貸可能面積

賃貸可能戸数

取得時直接還元利回り

物
件
写
真

第
三
期

運用日数

期末評価価格

稼働率

第
三
期
業
績

(A) 賃貸事業収益

(B) 賃貸事業費用

(C) 減価償却費

(D) 賃貸事業損益

(E) 資本的支出

ファイミリータイプ

Ｆ０１９

プロスペクト・グラーサ広尾

渋谷区広尾1-10-6

平成17年11月

平成18年2月

4,110百万円

3,905百万円

3,846.27 ㎡

112戸

4.9%

184日

4,310百万円

98.5%

120,985千円

11,373千円

29,957千円

79,655千円

0

Ｆ０２０

プロスペクト桂

京都市西京区樫原宇治井西町3

平成8年3月

平成18年3月

572百万円

570百万円

1,769.96 ㎡

29戸

5.6%

184日

574百万円

96.5%

23,444千円

5,277千円

4,917千円

13,250千円

0

Ｆ０２１

クラウンハイム西田辺

大阪市阿倍野区西田辺2-8-4

平成16年1月

平成18年3月

601百万円

601百万円

1,517.86 ㎡

22戸

5.2%

184日

598百万円

100.0%

21,224千円

5,942千円

3,386千円

11,895千円

1,898千円

Ｆ０２２

高砂関弐番館

仙台市宮城野区高砂1-1-15

平成7年2月

平成18年3月

810百万円

810百万円

3,336.52 ㎡

41戸

6.0%

184日

810百万円

93.2%

36,592千円

7,330千円

9,223千円

20,038千円

400円

Ｆ０２３

プロスペクト町屋

荒川区町屋3-23-20

平成18年8月

平成18年11月

556百万円

547百万円

1169.37 ㎡

21戸

5.0%

86日

557百万円

76.6%

8,534千円

7,847千円

3,449千円

-2,761千円

0

各物件の概要各物件の概要 ⑧⑧

※賃貸事業損益(D) = 賃貸事業収益(A) –賃貸事業費用(B)ー減価償却費(C)
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プロスペクト・レジデンシャル・アドバイザーズ株式会社

http://www.proresi-advisors.co.jp

プロスペクト・レジデンシャル投資法人ホームページ
http://www.prospect-reit.co.jp

〒100-0005 東京都千代田区丸の内2-2-1 岸本ビル4F
電話番号：03-5221-8150

財務部： 依田、佐々木
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